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災
が
起
き
た
今

年
、
災
害
報
道
・

原
発
報
道
に
関
す

る
亭
籍
が
多
く
出

た。
な
か
で
も
『
河

北
新
報
の
い
ち
ば

ん
長
い
日
⊥
震
災

下
の
地
元
紙
』

（
文
聾
春
秋
）
は
秀
逸
で
あ
ろ

う
。
被
災
す
る
な
か
、
報
道
の

責
務
を
負
う
新
聞
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ズ
ム
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
で
あ

る
。
武
田
徹
『
原
発
報
道
と
メ

デ
ィ
ア
』
　
（
講

と
人
々
よ
り
も
、
大
本
営
発
表

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
陥
っ
た
メ

デ
ィ
ア
を
批
判
し
て
い
る
の
で

は
な
い
か
。

メ
デ
ィ
ア
批
判
が
強
ま
る
な

か
、
関
谷
直
也
『
風
評
被
苧
－

そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
考
え
る
』

（
光
文
社
新
書
）
が
指
摘
す
る

よ
う
に
、
「
日
本
ブ
ラ
ン
ド
」

が
く
つ
が
え
さ
れ
つ
つ
あ
る
背

景
を
読
み
取
る
の
に
、
次
の
二

幸
を
薦
め
る
。
日
本
人
の
メ
デ

『
日
本
人
は
な
ぜ
戦
争
へ
と
向

か
っ
た
の
か
』
（
N
H
K
出
版
、

上
下
）
は
、
外
交
、
陸
軍
、
メ

デ
ィ
ア
と
民
衆
、
指
導
者
と
四

回
放
映
さ
れ
た
も
の
を
ま
と
め

て
い
る
。
軍
の
動
き
に
次
第
に

同
調
し
て
い
く
社
内
の
雰
囲

気
、
そ
の
紙
面
や
ラ
ジ
オ
に
影

響
さ
れ
て
民
衆
の
熱
気
が
あ
ら

ぬ
ベ
ク
ト
ル
へ
導
い
た
責
任
は

必
ず
し
も
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
だ

け
で
は
な
い
こ
と
を
問
う
て
い

正
夫
縮
『
ネ
ッ
ト
時
代
の
パ
ブ

リ
ッ
ク
・
ア
ク
セ
ス
』
　
（
世
界

意
想
社
）
が
描
き
出
す
市
民
メ

デ
ィ
ア
の
萌
芽
は
、
言
論
公
共

空
間
の
主
体
で
あ
る
マ
ス
・
メ

デ
ィ
ア
の
現
状
と
課
題
、
そ
し

て
パ
ブ
リ
ッ
ク
と
は
何
か
を
考

え
さ
せ
て
く
れ
る
。

さ
ら
に
、
原
麻
里
子
・
柴
山

哲
也
編
著
『
公
共
放
送
B
B
C

の
研
究
』
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）

と
渡
辺
靖
『
文
化
と
外
交
－
パ

ブ
リ
ッ
ク
・
デ

談
社
現
代
新

書
）
や
立
入
勝

義
『
検
証
東
日

太
大
腰
災
　
そ

の
と
き
ソ
ー
シ

ャ
ル
メ
デ
ィ
ア

は
何
を
伝
え
た

か
？
』
　
（
デ
ィ

災
害
報
道
・
原
発
報
道
に
関
す
る
書
籍

伝
統
的
メ
デ
ィ
ア
か
ら
デ
ジ
タ
ル

メ
デ
ィ
ア
、
そ
し
て
メ
デ
ィ
ア
批
判

鈴

　

木

　

　

雄

雅
イ
ブ
ロ
マ
シ
ー

の
時
代
』
　
（
中

公
新
書
）
は
、

前
書
が
マ
ス
・

メ
デ
ィ
ア
に
お

け
る
伝
統
的
パ

ブ
リ
ッ
ク
（
公

共
性
）
概
念
、

ス
カ
ブ
ァ
ー
携
亭
）
も
伝
統
的

メ
デ
ィ
ア
か
ら
ブ
ロ
グ
や
ツ
ィ

ッ
タ
ー
ま
で
、
緊
急
時
に
お
け

る
「
情
報
」
の
在
り
方
の
生
々

し
さ
と
デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
社

会
へ
の
移
行
が
読
み
取
れ
る
の

で
は
な
い
か
。
そ
し
て
、
大
沼

安
史
『
世
界
が
見
た
福
島
原
発

災
害
－
・
海
外
メ
デ
ィ
ア
が
報
じ

る
真
実
』
　
（
緑
風
出
版
）
は
国

内
メ
デ
ィ
ア
が
報
じ
た
被
災
地

イ
ア
の
利
用
形
態
を
分
析
し

た
、
橘
元
良
明
『
メ
デ
ィ
ア
と

日
本
人
丁
変
わ
り
ゆ
く
日
常
』

（
岩
波
新
書
）
と
、
日
常
の
な

か
の
非
日
常
を
描
き
な
が
ら
も

権
力
を
追
求
す
る
姿
勢
に
欠

け
、
世
論
に
流
さ
れ
た
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ズ
ム
史
を
揺
り
起
こ
し

た
、
田
廉
総
一
朗
『
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ズ
ム
の
略
し
穴
－
駒
治
か
ら

東
日
本
大
震
災
ま
で
』
　
（
ち
く

ま
新
書
）
で
あ
る
。

そ
の
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
日

常
の
な
か
の
非
日
常
の
出
来
事

と
し
て
、
今
年
は
真
珠
湾
攻
撃

が
起
き
て
か
ら
七
〇
年
。
N
H

K
ス
ペ
シ
ャ
ル
の
取
材
班
編
著

る
が
、
田
島
泰
彦
・
山
本
博
・

原
寿
雄
編
『
調
査
報
道
が
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ズ
ム
を
変
え
る
』
　
（
花

伝
社
）
と
そ
の
執
筆
陣
の
ひ
と

り
、
小
俣
一
平
の
『
新
聞
・
テ

レ
ビ
は
倍
額
を
取
り
戻
せ
る
か

－
「
調
査
報
道
」
を
考
え
る
』

（
平
凡
社
新
書
）
は
、
デ
ジ
タ

ル
メ
デ
ィ
ア
へ
依
存
し
っ
つ
あ

る
現
代
社
会
で
、
改
め
て
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ズ
ム
機
能
⊥
調
査
報
道

の
真
価
が
問
わ
れ
る
こ
と
を
主

張
し
て
い
る
。

他
方
、
山
田
健
太
『
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ズ
ム
の
行
方
』
（
三
省
堂
）

が
期
待
す
る
伝
統
的
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ズ
ム
性
や
、
金
山
勉
・
津
田

後
事
が
三
世
紀
的
」
政
治
的

パ
ブ
リ
ッ
ク
と
い
っ
た
よ
う

に
、
メ
デ
ィ
ア
が
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
る
現
在
進
行
を
読
み
取

る
こ
と
が
で
き
る
。

海
外
に
目
を
向
け
る
と
、
サ

ラ
・
エ
リ
ソ
ン
『
ウ
ォ
ー
ル
・

ス
ト
リ
ー
ト
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
陥

落
の
内
茎
丁
な
ぜ
世
界
屈
指
の

高
級
紙
は
メ
デ
ィ
ア
王
マ
ー
ド

ッ
ク
に
身
売
り
し
た
の
か
』

（
土
方
奈
美
訳
、
プ
レ
ジ
デ
ン

ト
社
）
は
、
名
門
バ
ン
ク
ロ
フ

ト
家
が
も
っ
一
流
経
済
紙
が
ル

パ
ー
ト
・
マ
ー
ド
ッ
ク
に
よ
っ

て
「
普
通
の
新
聞
」
に
な
っ
て

し
ま
う
顛
末
を
描
い
た
。
片
や

英
国
で
盗
聴
事
件
が
尾
を
引
い

た
役
は
、
一
六
〇
年
の
歴
史
を

誇
る
日
曜
紙
『
ニ
ュ
ー
ズ
・
オ

ブ
・
ザ
・
ワ
ー
ル
ド
』
を
強
引

に
廃
刊
さ
せ
て
い
る
。
幕
開
け

と
幕
引
き
、
英
国
マ
ス
・
メ
デ

ィ
ア
の
攻
防
を
分
か
り
や
す
く

教
え
て
く
れ
る
書
が
小
林
恭
子

『
英
国
メ
デ
ィ
ア
史
』
　
（
中
公

選
書
）
で
あ
る
。
数
少
な
い
海

外
メ
デ
ィ
ア
史
の
良
書
と
な
る

で
あ
ろ
う
。
（
す
ず
き
・
ゆ
う

が
氏
＝
上
智
大
学
文
学
部
教
授

・
新
聞
学
専
攻
）

■
定
価
一
七
八
五
〇
円
蔀
作
僅
少
）
送
料
別

出
版
読
喜
界
、
文
化
界
の
動
向
と
情
報
を
知

り
、
諸
分
野
を
展
望
す
る
た
め
の
一
級
資
料

と
し
て
、
図
書
館
・
学
校
・
団
体
・
会
社
・

書
斎
に
お
備
え
つ
け
下
さ
い

◇
二
〇
一
〇
年
発
行
の
本
紙
を
そ
の
ま
ま
製
本

お
申
し
込
み
は
書
店
ま
た
は
直
接
本
社
へ


